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法
律
主
義
に
の
っ
と
っ
て
や
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
」「
血
の
通
っ

た
納
税
徴
収
が
で
き
る
よ
う
に
心

得
て
い
き
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ

っ
た
が
、
徴
収
職
員
の
心
得
を
ど

の
よ
う
に
文
章
化
し
た
の
か
。

徴
収
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
最
終
精

査
し
て
お
り
、
債
権
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
の
整
合
性
も
図
り
作
成
し

た
い
。
法
規
の
改
定
に
よ
る
文
言

の
見
直
し
と
シ
ス
テ
ム
更
新
に
よ

る
事
務
手
続
等
を
見
直
し
、
文
書

に
よ
る
催
告
等
の
具
体
的
な
手
順

等
を
加
筆
し
た
。
徴
収
職
員
の
心

得
は
、
公
平
・
公
正
さ
、
守
秘
義

務
等
を
わ
か
り
や
す
く
記
載
し
た
。

市
税
概
要（
平
成
２８
年
度
版
）

で
、
２７
年
度
に
８
１
７
件
、
計
２

億
円
以
上
の
差
し
押
さ
え
が
あ
っ

た
が
、
悪
質
滞
納
者
を
ど
う
定
義

し
て
い
る
の
か
。
市
民
の
生
存
権

を
侵
す
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
な

い
の
か
。

税
金
を
納
め
る
資
力
が
あ
り

な
が
ら
、
事
情
や
理
屈
等
を
主
張

し
て
、
特
段
の
理
由
も
な
く
、
督

促
、
催
告
に
応
じ
ず
、
市
に
相
談

も
せ
ず
に
滞
納
す
る
案
件
が
悪
質

と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
案
件
に

対
し
て
納
め
て
も
ら
う
よ
う
に
滞

納
整
理
を
行
う
が
、
今
年
１
月
の

「
滞
納
者
の
個
別
・
具
体
的
な
実

情
を
十
分
に
把
握
し
た
上
で
、
適

正
な
執
行
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
の
総
務
省
事
務
連
絡
を
踏

ま
え
て
進
め
た
い
。

滋
賀
県
野
洲
市
は
生
活
再
建

支
援
を
重
視
し
、
市
民
生
活
相
談

課
、
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

つ
く
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
相

談
機
能
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
は
。

債
権
管
理
条
例
と
そ
の
相
談

を
す
る
と
こ
ろ
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
債
権
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
従
っ
て
、
相
談
を
や
っ
て
い
く

が
、
組
織
・
機
構
改
革
の
中
で
、

必
要
で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
組
織

を
設
け
て
い
き
た
い
。

市

庁

舎

建

設

平
成
22
年
１２
月
に
新
庁
舎
基

本
構
想
に
お
け
る
６
つ
の
基
本
理

念
を
出
さ
れ
た
が
、
事
業
化
に
向

け
て
ど
う
具
体
化
し
、
市
民
に
ど

の
よ
う
に
知
ら
せ
る
の
か
。

本
庁
舎
の
建
て
か
え
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
事
業
化
に
向
け

て
最
優
先
で
取
り
組
み
、
具
体
化

し
て
い
き
た
い
。
建
築
年
数
や
コ

ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
度
の
調
査
結
果

な
ど
を
参
酌
す
る
と
、
現
庁
舎
の

敷
地
を
拡
張
し
て
建
て
か
え
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
現
庁
舎
の
敷

地
は
約
７
，
２
０
０
㎡
だ
が
、
庁

舎
南
側
の
民
有
地
を
取
得
交
渉
中

で
、
平
成
２９
年
度
中
に
契
約
し
た

い
。
取
得
す
れ
ば
庁
舎
敷
地
は
約

８
，
０
０
０
㎡
と
な
り
、
さ
ら
に

庁
舎
南
側
の
南
都
銀
行
東
側
の
民

有
地
約
３
０
０
㎡
を
借
地
と
し
て

庁
舎
再
整
備
の
エ
リ
ア
の
一
部
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

庁
舎
の
建
て
か
え
に
か
か
る

財
政
措
置
は
。

財
政
計
画
上
、
約
６５
億
円
を

見
込
ん
で
い
る
。
起
債
は
充
当
率

が
７５
％
、
残
り
の
２５
％
は
基
金
を

充
当
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
平
成

２９
年
度
の
地
方
財
政
計
画
の
「
公

共
施
設
等
の
適
正
管
理
の
推
進
」

で
昭
和
５６
年
の
新
耐
震
基
準
導

入
前
に
建
設
さ
れ
、
耐
震
化
が
未

実
施
の
市
町
村
の
本
庁
舎
の
建
て

か
え
事
業
が
対
象
に
な
り
、
起
債

は
充
当
率
が
７５
％
か
ら
９０
％
に
、

交
付
税
算
入
は
０
％
か
ら
３０
％
に

な
っ
た
。
６５
億
円
の
９０
％
の
５８
．

５
億
円
を
起
債
で
き
、
残
り
６
．

５
億
円
は
基
金
を
充
当
す
る
計
画

に
な
っ
て
い
る
。
新
庁
舎
は
防
災

セ
ン
タ
ー
や
防
災
広
場
等
の
機
能

を
備
え
る
計
画
を
し
て
お
り
、
こ

の
部
分
は
、
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
で
、
充
当
率
が
１
０
０
％
、

交
付
税
算
入
は
７０
％
を
活
用
で
き

る
。

現
在
の
庁
舎
は
ア
ク
セ
ス
が

悪
い
が
、
ア
ク
セ
ス
方
法
は
ど
う

変
え
て
い
く
の
か
。

現
庁
舎
の
敷
地
を
活
用
し
て

本
庁
舎
整
備
を
す
る
と
な
れ
ば
、

ア
ク
セ
ス
性
を
考
慮
し
た
駐
車
場

の
設
置
や
ス
ム
ー
ズ
に
駐
車
で
き

る
誘
導
方
法
等
を
取
り
入
れ
た
い
。

一般質問

竹
田
の
ぶ
や

（
自
民
党
）

奈
良
県
立
医
大
を
中
心

と
し
た
ま
ち
づ
く
り

本
市
の
３
大
事
業
の
「
奈
良

県
立
医
科
大
学
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯

と
進
捗
状
況
は
。

２１
年
１０
月
に
医
大
を
生
駒
市

に
移
転
す
る
と
公
表
さ
れ
た
が
、

計
画
が
見
直
さ
れ
た
。
２２
年
２
月

に
は
「
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院

を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
案
、

２３
年
に
は
、
大
学
部
門
が
、
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
転
が
公
表

さ
れ
た
。
２４
年
５
月
に
、
県
及
び

医
大
と
本
市
に
よ
る
「
県
立
医
科

大
学
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

調
整
会
議
」
が
で
き
、現
在
は
「
医

大
・
周
辺
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
調
整
会
議
」
で
議
論
し
て
い

る
。
２５
年
３
月
に
医
大
が
、
２５
年

度
か
ら
の
５
ヶ
年
の
中
期
計
画
・

目
標
の
中
で
、
３３
年
中
に
新
キ
ャ

ン
パ
ス
を
整
備
推
進
す
る
と
あ
る
。

２７
年
３
月
に
、
県
と
「
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
包
括
協
定
」
を
、
６

月
に
、
医
大
と
「
包
括
的
な
連
携

協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、

連
携
を
強
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
の
方
向
性
は
。

本
市
は
、「
新
駅
整
備
や
周

辺
整
備
に
よ
り
先
進
的
な
交
通
環

境
を
整
え
、
次
代
の
奈
良
を
担
う

学
生
・
教
職
員
や
住
民
、
来
訪
者

な
ど
多
様
な
人
々
が
集
い
、
地
区

全
体
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
に
活

気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
た
い
。

医
大
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
や
地

域
交
流
ゾ
ー
ン
の
位
置
や
レ
イ
ア 奈良県立医大


